
































































一次に､自由エネルギ 密ー度 FsをベクトルポテンシャルA に関して変分をとって極小条件
を求めると､超伝導電流密度項 まp- IF(r)lexpiiO(r))を用いて､





▽β を含んだ形で表現され､電流は秩序パラメータの位相 β の勾配に支配される｡つまり､



























た. cooperの計算によれば､電子対の束縛エネルギーEbは､格子のデバイ振動数 uD と
























































































































































































































































図8は､コー ナー SQUID とよばれるもので､超伝導秩序パラメータの位相の相対関係を
調べることによって対称性を決定しようとするo例えば､kx2-k,2の対称性をもつ d披超伝
導体と ∫ 波超伝導体を図8(a)のように組み合わせてジョセフソン接合が2つある超伝導








(C)は d波超伝導体と s 波超伝導体の SQUID に期待されるレスポンスである｡これは､
銅酸化物高温超伝導体の対称性を決めようとして考案された方法であるが､結果はほぼ d波
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